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１７・５・１

◆
三
鷹
市
非
常
勤
の
特
別
職
職

員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

非
常
勤
の
特
別
職
職
員
に
生

活
保
護
関
係
就
労
支
援
相
談
員

を
加
え
、
そ
の
報
酬
を
定
め
る

と
と
も
に
、
社
会
教
育
委
員
等

の
報
酬
を
月
額
支
給
か
ら
日
額

支
給
に
改
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

住
民
基
本
台
帳
の
写
し
の
閲

覧
に
係
る
手
数
料
を
引
き
上
げ

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
建
築
基

準
法
の
一
部
改
正
に
よ
る
、
既

存
不
適
格
建
築
物
の
段
階
改
修

に
係
る
全
体
計
画
認
定
制
度
の

創
設
に
伴
い
、
認
定
申
請
手
数

料
を
新
設
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ

ン
タ
U
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

井
の
頭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ

ン
タ
U
分
館
を
廃
止
す
る
と
と

も
に
、
同
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ

ン
タ
U
の
施
設
内
容
を
改
め
る

も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
地
区
公
会
堂
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

井
の
頭
地
区
公
会
堂
を
設
置

す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
職
員
の
給
料
の
昇
給
停
止
年

齢
を
、
現
行
の
58
歳
か
ら
55
歳

に
段
階
的
に
引
き
下
げ
る
も
の

で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
退
職
手
当
支
給

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
退
職
手
当
の
引
下
げ

等
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
平
成
17
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
予
算

◆
平
成
17
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
17
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
17
年
度
三
鷹
市
再
開
発

事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
17
年
度
三
鷹
市
老
人
医

療
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
17
年
度
三
鷹
市
老
人
保

健
施
設
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
17
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
17
年
度
三
鷹
市
受
託
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
16
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
４
億
840
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
603
億
２
千
853
万
７

千
円
と
す
る
と
と
も
に
、
債
務

◆
三
鷹
市
行
政
手
続
等
に
お
け

る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に

関
す
る
条
例

市
の
機
関
に
係
る
申
請
、
届

出
そ
の
他
の
手
続
等
に
関
し
、

情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
し
て

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
共
通

す
る
事
項
を
定
め
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
に
お
け
る
長
期
継
続

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き

る
契
約
を
定
め
る
条
例

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
長
期
継
続
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
に
つ

い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
に
お
け
る
人
に
関
す

る
「
障
害
」
の
表
記
を
「
障
が

い
」
に
改
め
る
た
め
の
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

三
鷹
市
の
条
例
に
お
い
て
、

人
に
関
す
る
「
障
害
」
の
表
記

を
ひ
ら
が
な
を
使
っ
た
「
障
が

い
」
に
改
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
議
会
政
務
調
査
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

議
会
の
会
派
管
外
視
察
旅
費

を
政
務
調
査
費
に
統
合
す
る
こ

と
に
伴
い
、
政
務
調
査
費
の
交

付
月
額
を
２
万
円
か
ら
２
万
７

千
円
に
引
き
上
げ
る
も
の
で

す
。

負
担
行
為
の
補
正
を
行
う
も
の

で
す
。

◆
平
成
16
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
千
242
万
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
128
億
４

千
900
万
５
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

◆
平
成
16
年
度
三
鷹
市
再
開
発

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

歳
入
予
算
及
び
繰
越
明
許
費

の
補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
平
成
16
年
度
三
鷹
市
老
人
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
３
億
８
千
459
万
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
124
億
７

千
337
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
駅
前
協
同
ビ
ル
保
留
床

の
買
入
れ
に
つ
い
て

三
鷹
駅
南
口
駅
前
広
場
第
２

期
事
業
の
推
進
と
駅
前
商
業
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
売
却
・

賃
貸
用
物
件
と
し
て
３
区
画
の

保
留
床
を
買
い
入
れ
る
も
の
で

す
。

◆
建
物
明
渡
等
請
求
控
訴
事
件

に
関
す
る
和
解
に
つ
い
て

東
京
高
等
裁
判
所
に
お
い
て

係
争
中
の
建
物
明
渡
等
請
求
控

訴
事
件
に
つ
い
て
、
裁
判
所
か

ら
示
さ
れ
た
和
解
条
項
に
よ
り

合
意
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で

す
。

◆
ニ
ュ
U
ハ
U
ド
の
処
理
に
関

す
る
協
定
に
つ
い
て

茨
城
県
鹿
島
郡
神
栖
町
奥
野

谷
の
土
地
に
残
置
さ
れ
た
ニ
ュ

U

ハ
U

ド
の
処
理
に
関
し
て
、

関
係
す
る
８
団
体
が
協
力
し
て

撤
去
処
理
を
行
う
協
定
を
結
ぶ

こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

◆
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び

和
解
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

公
用
車
の
ド
ア
と
、
自
転
車

と
の
接
触
事
故
に
よ
る
損
害
賠

償
の
額
（
168
万
３
千
201
円
）
を

決
定
す
る
も
の
で
す
。

Ω
東
京
法
務
局
武
蔵
野
出
張
所

の
廃
止
に
反
対
す
る
意
見
書

本
年
１
月
、
東
京
法
務
局
民

事
行
政
部
長
か
ら
、
三
鷹
市
長

に
、
武
蔵
野
出
張
所
の
廃
止
・

統
合
の
説
明
が
あ
っ
た
。
理
由

と
し
て
、
統
合
庁
ま
で
の
所
要

時
間
お
お
む
ね
30
分
、
年
間
の

申
請
件
数
平
均
１
万
５
千
件
未

満
と
い
う
基
準
が
示
さ
れ
た
。

し
か
し
、
統
合
庁
と
し
て
想
定

さ
れ
る
府
中
支
局
に
公
共
交
通

機
関
を
使
っ
て
30
分
で
到
達
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま

た
、
武
蔵
野
出
張
所
の
年
間
申

請
件
数
も
基
準
の
２
倍
を
超
え

る
。
廃
止
は
当
局
の
基
準
に
反

す
る
と
思
わ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
市
民
サ
U
ビ
ス
の
大
幅
な

低
下
を
来
す
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
国
の
行
政
改
革
の
必
要
性

は
十
分
理
解
す
る
が
、
行
政
サ

U
ビ
ス
の
水
準
を
確
保
す
る
た

め
の
合
理
的
な
基
準
が
設
定
さ

れ
て
い
る
以
上
、
そ
の
基
準
に

よ
り
計
画
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
政

府
に
対
し
、
統
廃
合
計
画
を
市

民
サ
U
ビ
ス
の
低
下
を
防
ぐ
観

点
か
ら
撤
回
す
る
こ
と
を
強
く

求
め
る
。

Ω
発
達
障
が
い
児（
者
）に
対
す

る
支
援
促
進
を
求
め
る
意
見
書

自
閉
症
、
学
習
障
が
い
（
Ｌ

Ｄ
）
、
注
意
欠
陥
・
多
動
性
障

が
い（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）、
ア
ス
ペ
ル

ガ
U
症
候
群
な
ど
発
達
障
が
い

へ
の
対
応
が
緊
急
課
題
に
な
っ

て
い
る
。
発
達
障
害
者
支
援
法

が
、
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
、
こ

の
法
律
に
は
、
国
及
び
地
方
公

共
団
体
の
責
務
と
し
て
、
発
達

障
が
い
の
早
期
発
見
や
支
援
な

ど
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
よ
う
示
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
政

府
に
対
し
、
次
の
項
目
を
早
急

に
実
施
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

１
　
各
市
区
町
村
が
支
援
体
制

を
整
備
す
る
際
、
財
政
支
援
を

講
じ
る
こ
と
。
ま
た
、
発
達
障

が
い
児
が
障
が
い
の
な
い
児

童
・
生
徒
と
と
も
に
育
ち
学
ぶ

こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、
発
達

障
が
い
児
及
び
そ
の
保
護
者
の

意
思
と
ニ
U
ズ
を
最
大
限
尊
重

す
る
こ
と
。

２
　
発
達
障
が
い
の
早
期
発
見

に
向
け
て
、
乳
幼
児
健
診
の
充

実
と
、
新
た
な
児
童
健
診
制
度

を
確
立
す
る
こ
と
。

３
　
保
育
園
、
幼
稚
園
、
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
お
け

る
発
達
障
が
い
児
の
受
け
入
れ

と
、
指
導
員
の
養
成
・
配
置
を

す
る
こ
と
。

４
　
発
達
障
が
い
者
の
た
め
の

雇
用
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・

相
談
員
等
を
配
置
す
る
こ
と
。

５
　
専
門
医
の
養
成
並
び
に
人

材
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

６
　
発
達
障
が
い
児
（
者
）
へ

の
理
解
の
普
及
、
意
識
啓
発
を

推
進
す
る
こ
と
。

Ω
障
害
者
自
立
支
援
法
案
の
制

定
に
対
す
る
意
見
書

政
府
は
２
月
、
「
障
害
者
自

立
支
援
法
案
」
を
国
会
に
提
出

し
た
。
障
が
い
種
別
ご
と
に
分

か
れ
て
い
る
福
祉
施
策
を
一
元

化
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
に

原
則
１
割
の
自
己
負
担
を
求
め

る
こ
と
が
主
な
内
容
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国

会
及
び
政
府
に
対
し
、
「
障
害

者
自
立
支
援
法
」
の
法
案
審
議

に
当
た
り
、
次
の
こ
と
を
求
め

る
。

１
　

扶
養
義
務
制
度
を
見
直

し
、「
応
益
負
担
（
定
率
負
担
）」

に
こ
た
え
得
る
所
得
保
障
の
充

実
を
図
る
こ
と
。

２
　
「
施
設
体
系
の
再
編
」
並

び
に
小
規
模
作
業
所
の
事
業
参

入
に
当
た
っ
て
は
、
重
度
障
が

い
者
施
設
並
び
に
障
が
い
者
雇

用
制
度
の
抜
本
的
拡
充
を
図
る

と
と
も
に
、
国
の
財
政
責
任
を

明
確
に
す
る
こ
と
。

３
　
法
案
審
議
に
当
た
っ
て

は
、
特
に
障
が
い
の
あ
る
人
と

そ
の
家
族
等
の
実
態
把
握
に
努

め
、
意
見
や
要
望
を
尊
重
し
、

反
映
さ
せ
る
こ
と
。

４
　
「
超
過
負
担
」
を
明
ら
か

に
示
し
た
上
で
、
市
区
町
村
と

の
協
議
の
場
を
設
置
し
、
十
分

な
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
。

Ω
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の

所
得
制
限
を
撤
廃
し
、
対
象
を

小
・
中
学
生
ま
で
に
拡
大
す
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

各
自
治
体
の
「
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
」
作
成
の
た
め

の
ニ
U
ズ
調
査
で
は
、
行
政
の

子
育
て
支
援
へ
の
要
望
で
最
も

多
い
の
は
「
子
育
て
費
用
の
助

成
」、「
経
済
支
援
」
だ
っ
た
。

23
区
で
は
、
今
年
１
月
か
ら

全
自
治
体
で
就
学
前
の
乳
幼
児

の
医
療
費
助
成
制
度
の
所
得
制

限
が
な
く
な
り
、
中
に
は
、
中

学
三
年
生
や
小
学
六
年
生
ま
で

の
医
療
費
の
完
全
無
料
化
を
実

施
す
る
自
治
体
も
生
ま
れ
始
め

て
い
る
。
本
市
で
は
新
年
度
予

算
で
３
歳
ま
で
の
子
ど
も
に
つ

い
て
所
得
が
１
千
万
円
ま
で
無

料
と
な
る
が
、
武
蔵
野
市
や
調

布
市
で
も
就
学
前
ま
で
対
象
が

拡
大
さ
れ
、
所
得
制
限
が
撤
廃

さ
れ
る
。
同
じ
都
民
で
あ
り
な

が
ら
、
住
む
と
こ
ろ
が
違
う
た

め
に
医
療
費
負
担
が
違
う
の
は

矛
盾
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
解
決

に
は
、
広
域
自
治
体
と
し
て
の

東
京
都
が
役
割
を
果
た
す
必
要

が
あ
る
。
都
の
制
度
は
、
対
象

が
就
学
前
ま
で
で
あ
る
が
、
す

べ
て
の
年
齢
児
に
所
得
制
限
が

か
か
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
都

に
対
し
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成

制
度
の
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、

対
象
を
小
・
中
学
生
ま
で
に
拡

大
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

３
月
29
日
の
本
会
議
で
、

「
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び

同
補
充
員
の
選
挙
」
を
行
い
、

次
の
各
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

板
　
安
男
氏
　
中
陣
敏
夫
氏

阿
部
悦
也
氏
　
川
上
喜
四
郎
氏

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

村
越
義
正
氏
　
児
玉
裕
昭
氏

後
藤
國
彦
氏
　
藤
沢
時
雄
氏

可
決
し
た
議
案

第
１
回
定
例
会

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

条
例
の
制
定

条
例
の
改
正

当
初
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平成17年度予算書と施政方針
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